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目的：医療系学生を対象とした英語講読クラスにおける医療をテーマとした小説の教材としての有用性

を，疑似体験に焦点を当てて検証する．

方法：医療をテーマとした小説 Tuesdays with Morrie（1997）を教材とし，自作のワークシートを使用し

て授業を行なった．疑似体験の場としての文学への認識，医療者にとっての疑似体験の必要性等に関して，

授業前・後に実施したアンケートから，学生の意識変化を分析し，医療をテーマとした小説の教材として

の有用性を確認する．

結果：医療者としての人生経験の必要性，それを補完するための疑似体験の重要性，文学による疑似体験

獲得の可能性に関して，履修学生は高い意識を備えていたが，本授業を通じてさらに高められた．

結論：医療をテーマとした小説を教材とした授業は，学生の医療者としての疑似体験の必要性に対する意

識向上の一助となった．学生のこれらの意識の維持，および向上のために，さらに文学教材の活用方法を

改善することが今後の課題である．
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１．はじめに

英語を専門としない医療系学生を対象とした英

語教育において，その教授法はたびたび議論の的

になっている．1960年代に始まった専門分野に特

化したトピックを扱うESP（English for Special
 

Purposes）は，英米やオーストラリアを中心に発

展を遂げ，遅ればせながら日本においてもようや

く認知されるに至った．1970年代には，学習者が

将来外国語を使う目的や状況に合わせ，ニーズに

合った形で行われるべきであるという方向に変わ

り，医療系学生のための英語教育では，医療英語

や医療会話などがESP教育の一環として主流と

なっているといってよいだろう ．

しかし，医療系学生が将来向き合うのは「人」

であるという観点からすれば，教養課程における

英語教育においては，必ずしも医療英語や医療会

話など実用面重視の英語教育に終始することな

く，豊かな人間性を追求することをも含めた英語

教育を考慮する必要性も見逃せないのではないだ

ろうか．医療系学生にとって，専門的な知識の習

得と同様，患者への対応の重要性を認識すること

も必須であり，教養課程の英語教育が，その一翼

を担うことも可能であると考える．

本論では，先ず，2013年度英語講読（英語 ）

において実施した，文学作品を教材とした実践授

業について報告する．次に，授業前・後に実施さ

れたアンケート結果に基づき，医療をテーマとし
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た小説を読むことによる疑似体験に対する学生の

意識変化に焦点を当てて，医療系学生を対象とし

たEFLクラスにおける，医療をテーマとした小

説の教材としての有用性を検証する．

そうすることによって，本研究が，語学教育に

おいて優れた教材であるとの認識が顕在しながら

も，難解であると敬遠されがちな文学作品 の，医

療系学生を対象としたEFL（English as a For-

eign Language）クラスにおける，その意義と可

能性を見出す契機となることを明示し，今後さら

なる積極的な文学導入への提言とするものであ

る．

まず，本論の目的をより明確にするために，現

在の医療系学生対象とした英語教育の傾向，英語

教育における文学教材の現状，さらに，英米にお

ける看護教育での文学活用に関して俯瞰すること

により，医療系学生対象の英語教育における文学

教材の有用性に着眼するに至った研究背景を提示

したい．

２．研究背景

2．1 EFLクラスにおける文学教材

英語教育は文学教育という認識だった明治時

代，西洋をモデルとした近代化のもとで立身栄達

の通行手形は英語であり，英語力の指標は文学の

原書が読めることであった ．1929年度の英語教

科書のうち70％が文学教材であった にもかかわ

らず，大学入試に共通一次試験が課されるように

なった1979年頃には，大学入試問題としての適性

を考慮した場合，文学は問題にしにくい難解な教

材として見なされ，文学を教材とする傾向は徐々

に希薄化の一途をたどることになっていった ．

しかし，日本において，使える英語を習得する

ための英語教育から文学教材が消滅しつつあった

1980年代になって，英米では，それまで軽視され

ていた文学作品が外国語教育における教材として

再考されるようになった ．1990年代から日本で

も，すでに1980年代からイギリスにおいて研究さ

れている文学テキストを英語教育に用いる方法論

を踏まえて，理念的な形で提示されていたとい

う ．近年では，文学は，疑似的感情経験を提供す

ることによって，共感力（empathy）育成に貢献

する可能性を秘めたものであるとするGhosn の

考え方を基盤とし，英語の技能を高めることに加

え，感情移入と思考力向上を目的とした授業研

究 なども行われている．

このように，EFLクラスにおける文学教材は，

語学習得に加え，文化的側面への関心，登場人物

への深い理解力や洞察力を高めることにより，感

情的な反応を喚起させ，ひいては学習者個々の成

長を促す，優れた教材として期待されているとい

える ．

2．2 英米の医学・看護教育における文学導入

米国の医学教育では，1970年代から文学を導入

したプログラムが取り入れられ，1982年にジョン

ズ・ホプキンス大学から Literature and Medicine

という学術雑誌が刊行されるに至った．また，英

国の医学雑誌 The Lancetに，1996年から97年に

かけて９回にわたり連載された Literature and
 

Medicineでは，実践報告を示しながら，医学教育

における文学の重要性が強調されている ．これ

らの動向は，医療者や将来医療者を目指す学生へ

の「合理性を追求する科学教育」に対する懸念

から始まり，人間性を滋養するための教育として

のMedical Humanities（医療人文学）教育の重要

性へと高まっていった ．さらには，人間の価値問

題を考える教育として，リベラルアーツ（教養）

教育における人文科目として注目されるに至って

いる ．

一方，米国の看護教育では，1960年代から文学

作品が教材として導入され，その後，英国でも文

学を取り入れた看護教育が行われている ．英米

の看護教育における文学導入の背景には，専門知
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識や最先端の技術重視による人間性への視点の希

薄化が挙げられ ，文学や芸術を通じて，実際の人

間が生きた経験に対する学生の理解や考え方を深

めていくことに価値を求めたアプローチとして

Nursing Humanitiesという考えが打ち出される

ようになった ．さらに，文学を読むことによる疑

似体験（vicarious experience）が看護学生の患者

に対する態度の変化をもたらすことを明らかにし

た研究 を始めとして，現実を模倣し，非現実の状

況にいながらも情緒的な反応をもたらす力を持っ

た文学などの芸術が，直接体験することができな

い様々な状況を疑似体験する機会を提供し，それ

らの疑似体験を通じて，共感力，感受性（sensitiv-

ity），洞察力（insight）等を高める手助けとなるこ

とを示した研究も数多くみられる ．

2．3 ESP教育における文学

ESPは言語教育の主流が文学であることに対

する反動が次第に高まりつつあった1960年代に，

学習者の目的や現実に即したコースを工夫し，教

授法を考えるというより実用的な観点が主張され

たことに始まった ．しかし，ESP教育の日本に

おける浸透度は低く，ESP教員が増えたり，研究

が特に進んでいるというわけでもない ．ESP教

育の一つとして行われている「医療・看護英語」

に準ずる授業を一部でも取り入れている看護系大

学は，医学部と同様に８割を占めていいるにもか

かわらず ，看護師の英語使用状況の調査では，ほ

とんど使用しない人が８割を占めている という

のが現実である．実際の必要度と使用頻度の不一

致の原因の一つとして，現実を離れた必要性に対

する意識の肥大化があげられている ．

そうなると，医療を学ぶ学生に提供される英語

教育がかならずしも，実用的な医療英語に集約さ

れるのではなく，文学系教材を活用して実用系専

門分野にアプローチする方が，より効果的であ

り ，医療や看護に関連した現代的課題を扱った

小説や演劇を教材化し，それぞれの専門分野に特

化した文学系ESPを実践することも可能 とす

る言説も，説得力を帯びてくる．

さらに，Hirvela, A.は，ESPとLiteratureと

の関連性について言及しながら，ESP教育におけ

る文学の再評価を行った．授業でSF小説を使っ

た事例を具体的に示し，LSP（Literature for
 

Special Purposes）を提言している ．Hirvelaが

述べているように，注意深い作品の選択，ESPの

目的に沿った適切な応用によって，文学は医療系

学生のEFLクラスにおいても十分な教材として

の有用性を示す といえる．

これらの動向や言説から，医療系学生を対象と

したEFLクラスにおける文学作品は，語学学習

において多様な要素を備えた有用な教材であるこ

とに加え，疑似体験の場を提供し，将来向き合う

ことになる様々なバックグラウンドを持った患者

との対応に不可欠な感性，共感力，洞察力等の向

上に一翼を担えると考えられる．

３．文学作品を教材とした英語授業の実践報告

3．1 対象クラス

対象クラスは，2013年度前期（2013年４月～７

月）と後期（2013年10月～2014年１月）に実施さ

れた選択科目，英語 （Reading）の２クラスであ

る．履修学生数の内訳は表１に示したとおりであ

る．（表１）

表１クラスと履修学生数

前期クラス
（２学年）

後期クラス
（１，２学年）

看 護 学 科 19 14（ 8)

診療放射線学科 3 13（ 8)

合 計 22 27（16)

注：（ ）内は１学年の学生数
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3．2 教材：Tuesdays with Morrie（1997）

（『モーリー先生との火曜日』)

英語講読授業における教材の選定は，考慮すべ

き重要な点のひとつである．Collie& Slaterによ

れば，教材選定においては，学生の必要性，興味，

文化的背景，言語能力が基本的な基準となるが，

考慮すべき主要素は，作品が学習者の興味や前向

きな反応を引き出し，個人的成長を刺激すること

ができるか否かにあるとしている ．

そこで，医療系学生にとって，彼らの興味や必

要性にあった専門分野に関連した医療をテーマと

した小説 Tuesdays with Morrieを教材として選

択した．教材となった原書は，大学生にふさわしい

言語レベル（講談社文庫版ではTOEIC470～レベ

ルと記載されている) で書かれており，また，専

門分野に関連した医療関連の用語や病気に関する

知識の習得も可能である点，ESP的観点からの教

育も可能である．

Tuesdays with MorrieはMitch Albomによっ

て書かれた事実に基づいた小説である．著者であ

り，主人公でもあるミッチ（Mitch）は，大学の恩

師であるモーリー先生（Professor Morrie）が

ALS（amyotrophic lateral sclerosis：筋萎縮性

側索硬化症）という難病に侵され，余命いくばく

もないことを，あるテレビ番組で知る．素直にお

見舞いに行けずためらいの日々を過ごした後，

ミッチは恩師モーリー先生との16年ぶりの再会を

果たす．その後14回にわたる火曜日の訪問ごとに，

モーリーは「ろうそくのように溶けていく」と表

現された病気の身体を押して，人生にかかわる

様々なテーマ，愛，許し，文化，家族，結婚，老

い，死について，まるでミッチが大学在学中の時

の授業のように語る．死を迎えるまでのモーリー

先生の自宅への14回に及ぶ訪問が，名誉や欲にま

みれた多忙な生活を送るミッチに，人間らしく生

きることの大切さを気づかせてくれるのである．

3．3 授業内容

授業では，原書 Tuesdays with Morrieをテキス

トとし，２名の担当教員によって作成されたワー

クシートを補助教材とした．原書 Tuesdays with
 

Morrieの全27章のうち７章を選択し，各章に対し

てワークシートを作成した．ワークシートは履修

学生に事前配布し，予習をする際に活用するよう

に指導した．

英語 IVにおいて行われた15回分の授業計画

は，表２に示した通りである．（表２）

第１回目の授業では，授業についての説明，及

び使用する文学作品をもとにした映画（DVD）の

前半部を鑑賞した．DVDは原書を理解するため

の補助教材として使用した．第２回～第７回，第

９回～12回，第15回の授業では，事前に作成され

たワークシートをもとに各章を読み進めていっ

た．第13回と第14回の授業では，ミッチがモーリー

を訪問した14回の火曜日のうち，残りの「第３の

火曜日」から「第13の火曜日」までの章に関して，

２～３人の小グループによるプレゼンテーション

活動を取り入れた．各々のグループは各１章を担

当し，１）内容把握として，モーリーがミッチ及

表２ シラバス

回 授業内容と扱った章

１ 授業内容の説明とDVD前半部の鑑賞

２ The Curriculum「カリキュラム」

３～４ The Syllabus「授業概要」

５ The Student「学生」

６～７ The Orientation「オリエンテーション」

８ 中間テストとDVD後半部の鑑賞

９～10
The First Tuesday, We Talk about the

 
World「最初の火曜日」

11～12
The Second Tuesday, We Talk about Feel

 
ing Sorry for Yourself「第２の火曜日」

-

13～14
The Third Tuesday～The Thirteenth Tues

 
day「第３の火曜日」から「第13の火曜日」

プレゼンテーション

-

15
The Fourteenth Tuesday, We Say Good-bye
「第14の火曜日」

注：日本語題名は別宮貞徳氏翻訳による『モーリー先生との火曜

日』 を参考にした．
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び読者に伝えたかったことについての印象深い例

文を添えて説明する，２）重要語彙に関して例文

を添えて説明する，の２点について発表した．中

盤の第８回の授業では，中間テスト（語彙や文法

事項に関してワークシートから出題）を実施し，

その後DVDの後半部を鑑賞した．

3．4 ワークシート

Collie& Slaterは，著書の中で，文学作品を教

材とする授業におけるワークシート作成の重要性

について言及している ．彼らが示唆したように，

科目担当者によって作成されたワークシートは，

EFLクラスにおいて文学作品が与える３つの役

割である１）‘cultural enrichment’２）‘language
 

enrichment’３）‘personal involvement’の要素

に基づき，文化および言語面での豊かな知識の獲

得と自己成長を目標として作成された．

ワークシートの４つのセクションについて，学

習者が行う課題を示すととも，特に疑似体験の場

を提供し，学生の意識変化に影響を及ぼすと考え

られる１）‘Reading Comprehnshion’と４）‘Activ-

ity’の２項目について，より詳細な説明を加えた

い．

１）Reading Comprehension

Ｑ＆Ａ方式（資料１-１）やチャート作成（資料

１-２）などを通じて，本文の内容把握をする．

指導者は，事前に自主学習した内容についての

ペアによる確認を促した．その後，ワークシート

を完成させながら，本文の内容に関しての補足説

明や，比喩表現など意味が難解な英文に関しての

説明を加えた．

例えば，モーリーがALSと診断される前とそ

の後の様子について書かれた章 The Syllabus

（「授業概要」）を扱った第３回～第４回の授業で

は，モーリーの病歴とともに，その際彼が感じた

ことを本文から読み取り日本語で要約をしても

らった．同時に，学習者自身による感想を記入し，

チャートを完成させるよう促した．

２）Grammar& Phrases

本文の内容を把握する際に理解が比較的困難と

思われる文章や，重要な文法事項を含む英文を，

文法事項や語句に注意しながら訳出をする．（資料

１-３）

３）Vocabulary

本文で使われている重要と思われる単語につい

て確認をする．（資料１-４）

４）Activity

モーリー先生が語った言葉やメッセージに関す

るペアによる意見交換やディスカッション活動，

および医療用語に関するリサーチ活動を行う．（資

料１-５）

指導者は，例えば，モーリーがALSと診断され

た章を扱った第３回～第４回の授業では，ALSに

ついてのリサーチ活動を取り入れた．さらに，学

習者に，ALSについて説明している箇所を原書か

ら抜き出し，和訳をしてもらった．ALSという病

気について，リサーチによって得られた専門用語

による説明と原書において描写されたALSにつ

いての表現の相違，及び委縮していく身体をろう

そくに例えた描写から感じ取られる患者の複雑な

気持ちに注目するよう促した．

４．アンケート実施

4．1 調査対象者

前期クラスでは授業前・後ともに，22名全員に

よる回答（100％），後期クラスは，授業前アンケー

トでは，27名中21名（77.8％），授業後アンケート

では，27名中16名(59.3％）の回答を得た．全体で

は，授業前アンケートでは，49名中43名（87.8％），

授業後アンケートでは，49名中38名（77.6％）の

回答を得た．

4．2 アンケートによる調査内容

質問項目は普段の読書習慣（小説）（Ｑ１），小
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説を読む際の感情移入に関する認識（Ｑ２），小説

及びその他の芸術の必要性への認識（Ｑ３・Ｑ４），

医療者にとっての人生経験の必要性への認識（Ｑ

５），小説による疑似体験獲得の可能性への認識

（Ｑ６），医療者にとっての疑似体験の必要性への

認識（Ｑ７）の７項目である．Ｑ１からＱ７の各

項目について，５段階尺度，１（全く当てはまら

ない）２（あまり当てはまならない）３（どちら

とも言えない）４（当てはまる）５（非常に当て

はまる）のいずれかを選択してもらうアンケート

を１回目の授業開始時（Pre-test）と15回目の最終

授業後（Post-test）に実施した．

4．3 倫理的配慮

本研究は群馬県立県民健康科学大学倫理委員会

による承認を得て実施されたものである．英語

の履修生に研究の趣旨について説明し，さらに，

①自由記述のアンケートに際しては自由意思であ

ること，②その際，研究協力に不同意であっても

単位認定評価に影響しないこと，③授業開始時及

び，終了時に依頼した両アンケートの提出先は，

事務室に設置された指定のBOXとし，提出者が

明確にならないよう配慮することも説明した．

５．結 果

アンケート結果は，前期・後期クラスを合わせ

た回答数を使用する．後期クラスの授業前（Pre-

test），授業後（Post-test）におけるアンケート回

答の学生数が異なるため，人数とともにパーセン

テージを示した．（表３）

Ｑ１「あなたは普段小説を読む」の項目では，

５（非常に当てはまる）及び４（当てはま

る）と答えた学生は，34.9％から31.6％へ

減少した．３（どちらともいえない）と答

えた学生も20.9％から18.4％へ減少した．

一方，１（全く当てはまらない）及び２（あ

まり当てはまならない）と答えた学生は

44.2％から50.0％へ増加した．

Ｑ２「小説を読む場合，感情移入をしやすい」

の項目では，５（非常に当てはまる）及び

４（当てはまる）と答えた学生は，58.1％

から71.0％へ増加し，３（どちらともいえ

表３ アンケート結果：前期・後期クラス（pre：ｎ＝43 post：ｎ＝38）

質問項目
５ ４ ３ ２ １

Pre  Post  Pre  Post  Pre  Post  Pre  Post  Pre  Post

Ｑ１ あなたは普段小説を読む． 2 4 13 8 9 7 12 11 7 8

(4.7) (10.5) (30.2) (21.1) (20.9) (18.4) (27.9) (28.9) (16.3) (21.1)

Ｑ２ あなたは，小説を読むとき，登場人物に
感情移入しやすい．

8 10 17 17 8 8 7 0 3 3

(18.6) (26.3) (39.5) (44.7) (18.6) (21.1) (16.3) (0) (7.0) (7.9)

Ｑ３ 小説を読むことは医療従事者には必要な
ことだと思う．

5 6 16 17 16 9 6 4 0 1

(11.6) (15.8) (37.2) (44.7) (37.2) (23.7) (14.0) (10.5) (0) (2.6)

Ｑ４ 小説以外に絵画や音楽に親しむことも医
療従事者には必要なことだと思う．

7 11 24 17 8 6 4 3 0 1

(16.3) (28.9) (55.8) (44.7) (18.6) (15.8) (9.3) (7.9) (0) (2.6)

Ｑ５ 患者の気持ちをよりよくわかるようにな
るためには多くの人生経験は必要だと思
う．

33 29 10 9 0 0 0 0 0 0

(76.7) (76.3) (23.3) (23.7) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

Ｑ６ 小説による疑似体験でも多くの経験は得
られると思う．

9 11 23 21 10 6 1 0 0 0

(20.9) (28.9) (53.5) (55.3) (23.3) (15.8) (2.3) (0) (0) (0)

Ｑ７ 疑似体験による経験でも，将来患者の気
持ちを理解し，うまく対応できるように
なるために必要なことだと思う．

13 13 22 20 7 4 1 1 0 0

(30.2) (34.2) (51.2) (52.6) (16.3) (10.5) (2.3) (2.6) (0) (0)

注１：５：非常に当てはまる ４：当てはまる ３：どちらとも言えない ２：あまり当てはまならない １：全く当てはまらない

注２：Preは授業前 Postは授業後を示す．

注３：（ ）内はパーセンテージを示す．
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ない）と回答した18.6％の学生も21.1％へ

増加した．しかし，１（全く当てはまらな

い）及び２（あまり当てはまならない）と

回答した学生は，23.3％から7.9％に減少し

た．

Ｑ３「小説を読むことは医療従事者には必要な

ことだと思う」の項目では，５（非常に当

てはまる）及び４（当てはまる）と答えた

学生は，48.8％から60.5％へ増加した．３

（どちらともいえない）と答えた学生は，

37.2％から23.7％へ減少し，１（全く当て

はまらない）及び２（あまり当てはまなら

ない）と答えた学生も，14.0％から13.1％

へとわずかな減少を示した．

Ｑ４「小説以外に絵画や音楽に親しむことも医

療従事者には必要なことだと思う」の項目

では，５（非常に当てはまる）及び４（当

てはまる）と答えた学生は，72.1％から

73.6％へわずかな増加を示した．３（どち

らともいえない）と答えた学生は，18.6％

から15.8％へ減少した．１（全く当てはま

らない）及び２（あまり当てはまならない）

と答えた学生は，9.3％から10.5％へ増加し

た．

Ｑ５「患者の気持ちをよりよくわかるようにな

るためには多くの人生経験は必要だと思

う」の項目では，全員が５（非常に当ては

まる）及び４（当てはまる）に回答した．

Ｑ６「小説による疑似体験でも多くの経験は得

られると思う」の項目においては，５（非

常に当てはまる）及び４（当てはまる）と

答えた学生は，74.4％から84.2％へ増加し，

３（どちらともいえない）と答えた学生は，

23.2％から15.8％へ減少した．１（全く当

てはまらない）及び２（あまり当てはまな

らない）と答えた学生は，2.3％から０％に

なった．

Ｑ７「疑似体験による経験でも，将来患者の気

持ちを理解し，うまく対応できるようにな

るために必要なことだと思う」の項目では

５（非常にに当てはまる）及び４（当ては

まる）と答えた学生は，81.4％から86.8％

へ増加し，３（どちらともいえない）と答

えた学生は，16.3％から10.5％へ減少した．

１（全く当てはまらない）及び２（あまり

当てはまならない）と答えた学生は，2.3％

から2.6％へわずかに増加した．

６．考 察

小説を読む習慣（Ｑ１）に関して，小説を普段

から読むとしていた４割弱の学生が，授業後にさ

らに減少し，「ほとんど読まない」あるいは「全く

読まない」とする学生が半数にまで増加したこと

は，学生の小説を読む機会が少なくなっていると

いう現状が窺える．

それに対して，小説を読む際の感情移入（Ｑ２）

に関しては，授業前より増加し７割程度になって

いる．このことは，小説を読む機会が減少してい

るものの，感情移入をしながら読むという行為に

対する意識が高められたことを示しているといえ

る．普段読む小説はほとんど日本語だと思われる

が，英語の授業においても，文学教材によって，

小説を読む機会を得，その際に感情移入をすると

いう機会を得ることができたことを示唆している

のではないか．

一方，少数ではあるが，まったく感情移入に対

する意識を向けていない学生もいることにも注目

したい．英語で書かれた小説の教材が，学生の感

情移入を困難にさせていること，また学生個々の

英語の理解度が影響していることなどが原因であ

ると推測できる．

医療者にとって小説を読むことに関する必要性

への認識（Ｑ３）は授業後わずかに増加したもの

の，全体として５～６割程度である．その一方，
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小説以外の他の芸術に親しむことへの必要性（Ｑ

４）については，授業後わずかな増加にとどまっ

たが，授業前・後ともに全体の７割を占めている．

このことから，小説の必要性より，他の芸術への

必要性を認識している学生が多いことが示され

た．本研究では，明確な理由は示せないが，小説

を読む際には，読書時間の確保，理解力などがさ

らに重要になることが示されたといえる．

小説を読む際の感情移入（Ｑ２）においても，

英語による文学作品を読む行為の際に立ちはだか

る「英語の理解」という壁が，感情移入ひいては

疑似体験に至るまでの過程を困難にさせていると

推測されることから，母国語でも敬遠されがちな

文学を外国語教育で教材とすることの困難さが，

さらに浮き彫りにされたといえる．

医療者としての豊かな人生経験の必要性（Ｑ５）

に関しては，全員が高い認識を示している．また，

小説による疑似体験獲得の可能性（Ｑ６）に関し

ては，７～８割程度の学生が高い意識を示し，医

療者としての疑似体験の必要性（Ｑ７）に関して

は，授業後にわずかな増加がみられたが，授業前・

後ともに８割以上の学生が認識していることが確

認された．これらわずかな変化が，授業によるも

のであると明言することはできないが，約８割の

学生が，小説による疑似体験の獲得の可能性や医

療者としての疑似体験の必要性に対して高い意識

を示していることが示唆された．

本研究において，最も重要であると思われるこ

とは，医療者にとっての小説の必要性に対する認

識は，授業後増加するものの，６割程度であるの

に対して，８割以上の学生が小説による疑似体験

の可能性，医療者にとっての小説による疑似体験

の必要性及び有用性を認識した点である．このこ

とから，英語講読クラスにおいて扱われた文学作

品（小説）を読む機会を通じて，学習者が疑似体

験を得ることに対する認識をさらに高めることが

できたとえいるのではないだろうか．

７．本研究の限界

本研究は，実験群，統制群を設けて行われた調

査ではないこと，対象数が限られており，統計処

理を行なっていないこと，質問項目に設定された

あいまいな表現により，学生の回答が正確に反映

されているとは言い難いことなどから，今回得ら

れたアンケート結果を一般化することはできな

い．また，調査は学生個々の今までの読書習慣や，

英語の読解力の差による影響を受けるため，調査

結果が本授業によるものであると断言することは

できない．

８．おわりに

本研究から，本授業を履修した学生にあっては，

医療者として人生経験の必要性，それを補完する

ための疑似体験の重要性，そして文学（小説）に

よる疑似体験獲得の可能性に関して，元来高い意

識を備えていたが，さらに授業を通じて高められ

たことがわかった．文学を教材とする授業は医療

系学生にとって疑似体験を得る場としての役割を

果たす可能性があることが示唆されたといえる．

小説を含む文学教材が，英米の看護・医学教育に

おいても活用されていることを鑑み，学生のこれ

らの意識の維持，及び向上のために一翼を担える

ように，EFLクラスにおいても，文学教材の有意

義な活用方法の改善を今後の課題としていく必要

があると考える．また，学生の読書の機会が減少

している現状を踏まえ，教養科目における英語科

目としても，文学教材を使用することによって，

読書から得られる疑似体験の機会の提供を継続し

ていく必要性と意義も見出されたといえる．

同時に，英語の小説を教材とすることによって

生じる課題も浮き彫りにされた．この点に関して

は，授業で使用したワークシートの効果や，英語

学習の側面からの考察に焦点を当てた授業後に実

施されたアンケート結果及び学生による自由記述
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の分析を精査し，次の論考に譲りたい．

注）本稿は，第53回 JACET 大学英語教育学会・

国際大会（2014年８月28日，於：広島市立大学）

にて発表した内容に加筆修正を加えたものであ

る．
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Potentials of Literature in an EFL Reading Classroom
 

for In-Training Healthcare Professionals

――A Case Study of Using

 

icarious experience

(1997)――

Emiko Ubukawa
 

Gunma Prefectural College of Health Sciences

 

Objectives:The aim of this study was to prove the appropriateness of using medically-themed
 

literature in the English as a foreign language (EFL) reading classroom for future healthcare
 

professionals.

Methods: In the EFL reading classroom,the students were required to read a medically-themed novel

(Tuesdays with Morrie,1997),use worksheets created by teachers,and answer a questionnaire. The
 

questionnaire measured their attitudes toward literature as a resource for vicarious experiences and
 

the necessity of experiencing a wide range of situations to prepare for their future professions,even
 

if such situations are experienced vicariously. By analyzing the results of the questionnaires,we
 

clarified the appropriateness of using a medically-themed novel in the EFL reading classroom for
 

future healthcare professionals.

Results:After the EFL class,the students showed positive changes in their attitudes toward litera-

ture as a resource for gaining v

 

iterature as a resour

 

s and toward the necessity of vicarious experiences
 

for in-training healthcare professionals.

Conclusions:Using a medically-themed novel in the EFL reading classroom could help in-training
 

healthcare professionals to become fully aware of the benefits of reading literature to vicariously
 

experience various situations in order to understand a variety of people in clinical settings. Litera-

ture has the potential to help Japanese in-training healthcare professionals change their attitudes
 

toward l

 

age of literature in t

 

ce for gaining vicarious experiences and toward the necessity of
 

vicarious experiences for in-training healthcare professionals. In order to further enhance the
 

attitudes of future healthcare professionals,it is necessary to improve the us

 

rious experience
 

ona

 

he
 

EFL classroom.

Key words:in-training healthcare professi
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ls,literature,

EFL reading c  m,v sroo  ica

 

rie Tuesdays with Mor
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